
－

’

静
岡
県
浜
松
市
立
初
生
小
学
校
（
仁
科
住
時
校

長
）
で
は
、
「
子
供
一
人
一
人
の
思
い
を
大
切
に

し
、
体
験
的
に
学
ぶ
意
欲
を
育
て
る
教
育
活
動
の

推
進
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
次
の
三
項
目
を

基
準
に
し
て
日
課
表
・
時
間
割
表
を
作
成
し
て
い

ア
（
》
。

ｕ
ノ
ー
チ
ャ
イ
ム
制

②
一
・
二
校
時
、
三
・
四
校
時
、
五
・
六
校

時
は
、
一
単
位
時
間
を
弾
力
的
に
運
用
す
る
。

③
月
五
校
時
、
火
五
校
時
、
木
五
・
六
校
時
、

金
五
・
六
校
時
の
活
用
。
生
活
、
社
会
、
理

科
、
図
工
、
学
級
活
動
等
を
位
置
づ
け
、
体

験
的
活
動
を
導
入
。
行
事
、
は
つ
お
い
タ
イ

ム
（
ゆ
と
り
の
時
間
）
等
の
関
連
を
図
る
。

先
に
時
間
の
弾
力
化
や
教
科
の
特
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
。

一
定
の
知
識
や
技
術
を
教
師
が
子
ど
も
た
ち
に

効
率
よ
く
教
え
る
こ
と
に
適
し
た
制
度
が
学
習
時

間
の
固
定
。
だ
が
「
新
し
い
学
力
観
」
に
基
づ
く

「
子
ど
も
の
よ
さ
を
生
か
す
教
育
」
は
、
子
ど
も

の
個
々
の
学
び
に
応
じ
た
学
習
時
間
が
必
要
と
な

つ
（
》
。２

チ
ャ
イ
ム
を
な
く
す
こ
と
か
ら

の
問
い
の
前
提
で
あ
ろ
う
。

だ
が
問
題
は
「
教
育
効
果
を
高
め
る
基
準
」
で

坐
の
っ
○
．こ

の
点
に
つ
い
て
、
次
に
示
す
総
則
の
「
指
導

計
画
の
作
成
等
に
当
た
っ
て
の
配
臓
す
べ
き
事

項
」
の
２
の
②
か
ら
⑤
が
参
考
に
な
る
。

三単位時間の;勒的運用と協力教授組織の導入一一＝-
連
続
特
集
／
新
し
い
学
力
観
に
基
づ
く
授
業
の
創
造
Ⅱ
１
１
教
育
方
法

－

｢－Q1-1
な
ぜ
単
位
時
間
の
弾
力
的
運
用
が
必

要
か
。

学
習
指
導
要
領
の
総
則
に
は
、
「
各
教

科
等
の
特
質
に
応
じ
、
指
導
方
法
の
工

夫
に
よ
っ
て
教
育
効
果
を
高
め
る
こ
と

が
で
き
る
場
合
に
は
」
と
あ
る
。
本
稿

ｊ

ｌ
単
位
時
間
の
弾
力
的
運
用
の

基
準

各
教
科
の
特
質
に
応
じ
た
一
単
位
時
間
の
弾
力
的
運

用
は
ど
の
よ
う
に
行
え
ば
よ
い
か

＊
一
単
位
時
間
は
四
五
分
を
常
例
と
し
て
定
め
て
い
る
が
、
教
育
効
果
を
高
め
る
う
え
で
弾
力
的
運

用
が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
指
導
内
容
や
学
習
活
動
の
展
開
を
考
慮
し
て
教
育
効
果
を
高
め
る
に

は
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
必
要
で
し
ょ
う
か
。

さ
ら
に
、
こ
の
三
項
目
を
必
要
と
す
る
指
導
方

法
の
工
夫
と
し
て
、
初
生
小
独
自
の
課
題
別
学
習

と
コ
ー
ス
別
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
代
表
は
社
会
科
。
三
学
年
の
「
浜
松
市
の

様
子
を
調
べ
る
」
で
は
、
学
級
を
解
体
し
て
複
数

コ
ー
ス
に
分
け
、
Ｔ
・
Ｔ
を
活
用
す
る
と
と
も
に

高
ま
っ
た
子
ど
も
の
学
習
意
欲
（
思
い
）
を
断

ち
切
る
の
が
チ
ャ
イ
ム
の
音
。
逆
に
、
学
習
が
終

了
し
て
い
て
も
、
チ
ャ
イ
ム
が
鳴
る
ま
で
続
け
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。
子
ど
も
の
学
習

状
況
に
応
じ
て
柔
軟
に
教
科
指
導
を
進
め
る
た
め

に
は
チ
ャ
イ
ム
は
不
要
。
こ
れ
が
伽
の
理
由
。

た
だ
し
弾
力
的
と
無
計
画
は
異
な
る
。
子
ど
も

の
学
習
意
欲
に
即
し
つ
つ
、
教
育
課
程
全
体
の
履

修
を
確
実
に
す
る
た
め
に
、
教
科
内
容
と
指
導
方

法
に
応
じ
て
日
課
表
・
時
間
割
表
を
作
成
で
き
る

よ
う
に
し
た
の
が
、
②
の
二
校
時
単
位
の
時
間
枠
。

生
活
科
の
活
動
や
理
科
の
実
験
・
観
察
な
ど
、

教
科
特
性
に
応
じ
た
体
験
的
活
動
の
職
種
的
な
取

り
組
み
を
可
能
に
す
る
の
が
、
側
の
午
後
の
授
業

の
取
り
組
み
方
と
特
別
活
動
等
と
の
連
携
。

３
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
意
欲
に
応
じ

る
た
め
に

「
②
各
教
科
等
の
指
導
に
当
た
っ
て
は
、
体
験

的
な
活
動
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
児
童
の
興
味

や
関
心
を
生
か
し
、
自
主
的
、
自
発
的
な
学
習
が

促
さ
れ
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
。
／
③
教
師
と

児
童
及
び
児
童
相
互
の
好
ま
し
い
人
間
関
係
を
育

て
る
と
と
も
に
児
童
理
解
を
深
め
、
生
徒
指
導
の

充
実
を
図
る
こ
と
。
／
側
各
教
科
等
の
指
導
に

当
た
っ
て
は
、
学
習
内
容
を
確
実
に
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
児
童
の
実
態
等
に
応
じ
、

個
に
応
じ
た
指
導
な
ど
指
導
方
法
の
工
夫
改
善
に

努
め
る
こ
と
。
／
⑤
学
校
の
実
態
等
に
応
じ
、
教

師
の
特
性
を
生
か
し
た
り
、
教
師
の
協
力
的
な
指

導
を
行
っ
た
り
す
る
な
ど
指
導
体
制
の
工
夫
改
善

に
努
め
る
こ
と
。
」

私
は
こ
の
指
摘
を
、
教
育
効
果
を
高
め
る
単
位 I

い
一
単
位
時
間
の
弾
力
的
運
用
の
前
提
は
、

プ
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
個
性
（
よ
さ
）
を
生

韮
か
す
多
様
な
学
習
内
容
・
指
導
（
支
援
）
方

．
法
の
工
夫
と
そ
れ
を
可
能
に
す
る
教
師
の
指

●

一
導
体
制
の
整
備
．
と
く
に
、
生
活
（
遊
び
・

件
活
幽
、
理
科
（
実
験
・
観
察
）
、
社
会
（
調

査
・
見
学
）
な
ど
教
科
の
特
性
に
応
じ
た
体

験
的
活
動
に
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
重

要
。
は
じ
め
に
単
位
時
間
の
枠
が
あ
る
の
で

は
な
い
。

担
任
全
員
で
学
年
全
体
を
相
互
に
指
導
し
合
う
。

子
ど
も
た
ち
は
一
人
ひ
と
り
が
コ
ー
ス
を
選
び

課
題
を
明
確
に
し
て
調
査
・
見
学
。
そ
の
後
に
学

級
単
位
に
交
流
・
発
表
す
る
こ
と
で
共
有
化
を
図

つ
（
》
◎

そ
の
際
、
子
ど
も
の
自
発
的
な
発
表
意
欲
に
応

じ
る
た
め
に
は
四
五
分
で
は
不
十
分
。
話
し
合
い

の
進
展
に
よ
り
六
○
分
を
社
会
科
に
、
三
○
分
を

算
数
の
個
別
学
習
に
当
て
る
な
ど
、
二
時
間
単
位

の
時
間
を
弾
力
的
に
運
用
す
る
。

よ
り
柔
軟
に
対
処
す
る
た
め
に
は
午
後
の
時
間

が
当
て
ら
れ
る
。

時
間
の
弾
力
的
運
用
の
基
準
と
い
う
観
点
か
ら
、

次
の
四
つ
に
要
約
し
た
い
。

①
児
童
の
興
味
や
関
心
を
生
か
し
た
自
主
的
、
、
自

発
的
な
学
習

②
教
師
の
児
童
理
解
の
深
ま
り

③
児
童
個
々
に
応
じ
た
指
導
方
法
の
工
夫

④
教
師
の
特
性
を
生
か
し
、
教
師
の
協
力
的
な
指

導
を
促
す
指
導
体
制

教
科
指
導
に
直
接
関
わ
る
の
が
①
と
③
、
そ
れ

を
支
え
る
の
が
②
と
④
で
あ
る
。

子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
個
性
と
興
味
・
関
心
に

即
し
て
学
習
内
容
や
指
導
（
支
援
）
方
法
が
工
夫

さ
れ
る
．
そ
れ
を
支
え
る
教
師
の
指
導
体
制
が
整

備
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
（
必
然
）
と
し
て
、
単
位

時
間
の
弾
力
的
な
運
用
が
必
要
に
な
る
。

静岡大学助教授

馬居政幸
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。
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